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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目
要素

2009 2010 2011 2012 2013

→教室へのプロジェクター設置割
合。教員の機器使用要求への対応
率。

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
 

→チューターやメンターを担当す
る大学院生・研究員および学部上
級生の数。および、１人あたりの
チューターやメンターが担当する
学生数。

Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ

 

→学部で設置する委員会数。メー
ルによる持ち回り委員会の開催
数。

Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ
 

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

備考

教育課程の特徴、学生数、教育方法等に応じた施設・設備の整備

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リサーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術スタッフなど教育研究支援体制の整備

9 教育研究等環境

9.0.4 教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか。

教員の研究費・研究室および研究専念時間の確保

２０１２年夏に、これまで稼働率の悪かった経済学部棟２階の４教室について、プロジェクターの設置、可動式の椅子・机の配備、
かつ電源の容量を増やすことによって、改善し、その結果、１週間において稼働率が約７０パーセントとなった

　

2009年度に設定した「目標」

2010年度以降に設定した「目標」

２０１１年度に委員会の数を減らすことによって、若干の改善がなされた。それを２０１２年度も踏襲しているが、とはいえ、それ
によって大幅に研究時間が確保されたわけではないので、なお事務的負担の軽減の余地があると思われる。

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

Ⅱ．目標の進捗評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗評価》

本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

経済学部

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行った。
A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

２０１２年度春学期に実施した経済と経済学の基礎Ａの補習授業であるが、秋学期の経済と経済学の基礎Ｂにおいても実施し、大学
院生によるチューター３名と学部上級生をＬＡとして１１名採用した。２０１３年度春学期よりこれらに加え基礎演習クラス（１
年）でもＬＡを相談員として９名採用した。ただし、目標にある「ＬＡを２０名」という人数には至っていないので、それに努める
必要がある。

左記目標の「指標」
進捗評価

１．授業形態、教材の多様化に伴う既存教室の機器などの改善を図る。

２．大学院生や研究員をＴＡ（Teaching Assistant：ティーチングアシ
スタント）、そして学部３・４年生をＬＡ（Learning Assistant：ラー
ニングアシスタント）とするチューター制度やメンター制度を確立さ
せ、５年後にはＴＡを１０名、ＬＡを２０名とした組織にする。

３．会議など事務的負担を軽減することによって研究時間を確保する。
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　《評価指標データ》

　　　（特定項目データ）本項目は数量的なデータによる評価（現状分析）が可能なため、次のとおり指標を定め経年比較している。

単位 2009 2010 2011 2012 2013 備　考

教学補佐 人 20 23 17 15 17

実験実習
指導補佐・
教務補佐

人 3 3 3 3 3

授業補佐 人 0 0 0 0 18

教授 時間 16.6 10.5 16.0 13.6 15.4

准教授 時間 14.7 12.1 10.5 10.4 10.3

講師 時間 － 20.0 － 10.1 8.0

助教 時間 6.0 8.2 9.3 － -

【経済学部】

教学補佐、実験実習補佐・教務補佐、
授業補佐の採用数

指標1

指標2 専任教員の担当授業時間（平均） 45分をもって1時間に換算
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